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高  低  

・他の害虫への忌避性の確認  

 
ユズ果皮のヘキサン抽出物は、代表的な貯蔵食品害虫であるコクゾウムシと  

ヒメマルカツオブシムシに対し、忌避性を示すことが分かりました。          

  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

ユズ果皮抽出物を用いた貯蔵食品害虫対策 

濃度  
10x(mg/cm2) 

強  

弱  

左：コクゾウムシ  
右：ヒメマルカツオブシムシ  

バイオアッセイの様子  
（コクゾウムシ）  

コクゾウムシのバイオアッセイ結果  

・製品化方法の検討  
（担持方法・徐放性の確保他）  

今後の課題  

ヘキサン抽出物  
ヘキサン：酢酸エチル= 9:1 分画  

この研究は、都市エリア産学官連携促進事業で実施したものです。  
ヒメマルカツオブシムシのバイオアッセイ  

例：ノシメマダラメイガ  
 

高濃度ほど  
忌避性が強い

分画したものが  
ヘキサン抽出物に

比べ忌避性が強い  

濃度 10-4(mg/cm2) 
前後で忌避性消失  

抽出・分画  
ユズ果皮（凍結乾燥粉末） 

ヘキサン抽出物 

ヘキサン分画 ヘキサン：酢酸エチル 
=9:1分画 

ヘキサン：酢酸エチル 
=2:3分画 

シリカゲルカラム分画 

静置抽出  

0 日目  28 日目

無浸漬  
羊毛布  

抽出物浸漬  
羊毛布  

抽出物を浸漬した羊毛布では摂食されない  

忌避性  


